
気軽に借りて♪どこでも返却� （青森県五所川原市）

圏域図書館の相互利用を促進するネットワークを構築することで効率的な運営を
図るとともに圏域住民への図書館サービスの充実・向上を目指すという目標のも
と、初めに、圏域住民は圏域図書館で気軽に借りることができるように「青森県内
図書館共通利用券」の提示を不要とする取り組みを行った。圏域貸出が増えるに
つれて「どこにでも返せればいいのに。」という声が増えてきたことに応える形で、
次に圏域図書館で借りた本は圏域図書館のどこにでも返せる「どこでも返却」を開
始した。

担当 教育委員会 図書館
取組概要

人口 55,746人（H30.1.1現在）

取組に係るビジュアル
（写真やイラスト等）

取組に係るビジュアル
（写真やイラスト等）

次に気軽に返せるように

初めは気軽に借りられるように

利用者の方へは・・・「青森県内図書館共通利用券」なしで借りることができ、圏域図書館のどの館
にでも返せるので、気軽に図書館資料の利用ができることになり、新たな図書館利用とリピーター
増につながっている。借りる図書館と返す図書館を選べることは、利用できる蔵書が多種多様にな
り、より充実した図書館利用につながっている。
職員間では・・・小さい図書館・少ない職員が理由で諦めていたサービス向上施策をみんなで考え
実施し、利用者の方に届いていることを実感できることがさらなるサービス向上を目指す意欲向上
につながっている。

利用者の皆さんの声を聞くことと
人・組織・資料・情報のネットワー
クを大切にすることを圏域図書館
職員みんなで共有できるように話
し合いを重ねました。サービス提
供側の理念共有は意欲向上にも
通じることを実感しながら一歩ず
つサービス向上に挑戦していま
す。

取組の効果

小規模図書館は１館では図書館の
機能を存分に発揮することは難しい
ですが、強みを活かして連携すると
パワーアップ⤴図書館が機能し始め

ます。利用される方の声を聞いて職
員同士楽しく意識共有意欲向上を図
りながら、小さいことからでも始めて
みると役に立つ図書館に近づきます
よ！
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